
中央区男女共同参画ニュース

No.63
2010.12

　  デート DV を知っていますか …………………… 2p

　　　　 　　　　インタビュー　 山口のり子さん（アウェア代表）
　　　　　　　　デートDV（DV）相談窓口 ………………………………… 4p

ワーク・ライフ・バランス　企業レポート　株式会社ダンクソフト …………………… 6p
Bouquet Information　男女共同参画講座・講演会の報告 …………………… 6p
TOPICS　男女共同参画リーダー研修ほか ……………………………… 8p

c o n t e n t s

特集

互
い
を
尊
重
し
、

　
よ
り
よ
い
関
係
を

　
　
つ
く
る
た
め
に
…
…

B
o

u
q

u
et ブ

ー
ケ



と
め
な
か
っ
た
の
、逃
げ
な
か
っ
た
の
」

と
い
う
の
も
禁
句
で
す
。
逃
げ
る
こ

と
、
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
デ
ー

ト
D
V
で
あ
り
D
V
な
の
で
す
。
被

害
者
を
責
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
加
害

者
は
「（
暴
力
を
は
た
ら
く
の
は
）
お

前
の
せ
い
だ
、
お
前
が
俺
を
怒
ら
せ
る

か
ら
だ
」
と
言
い
続
け
被
害
者
を
責
め

ま
す
。
被
害
者
も
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る

の
は
自
分
の
せ
い
だ
、
自
分
の
我
慢
が

た
り
な
か
っ
た
と
思
い
、
自
分
を
責
め

ま
す
。
そ
こ
に
周
り
も
「
ど
う
し
て
」

と
被
害
者
を
責
め
れ
ば
被
害
者
を
孤
立

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
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三
つ
目
は
、
暴
力
の
容
認
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
漫
画
を
含
め
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
ヒ
ー
ロ
ー
が
暴
力
で
問
題
を
解

決
し
て
い
ま
す
。
話
し
合
い
や
共
感
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
が
い
た

ら
弱
々
し
い
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
暴
力
に
な
ら
さ
れ
、
麻
痺
し
て

い
る
の
で
す
。
子
ど
も
に
対
し
て
も
特

に
男
の
子
が
暴
力
的
で
あ
る
こ
と
に
甘

い
社
会
で
す
。
ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
こ
と
を

し
て
も
、
男
の
子
は
腕
白
で
元
気
が
あ
っ

て
い
い
と
と
ら
え
ま
す
が
、
女
の
子
は
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
違

い
も
あ
り
ま
す
。
暴
力
は
絶
対
に
い
け

山口のり子さん
（アウェア代表　プログラム・ファシリテーター）

1950年生まれ。女男
4 4

平等・協働参画社会
クリエーターとして30年以上、日本及び海
外で活動する。シンガポールでは DV やセ
クシュアル・ハラスメントの被害者支援を
し、米国ではカリフォルニア州認定の DV
加害者向けの暴力防止プログラムを学ぶ。
2001年に帰国して民間支援団体アウェア

（ aware）を開設、DV 加害者男性のための
教育プログラムを始める。また若者のため
のデート DV 防止プログラムを開発しワー
クブックを出版する。

な
い
と
い
う
教
育
が
必
要
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
３
つ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や

Ｄ
Ｖ
の
普
遍
的
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
普
遍
的
で
す
か
ら
ど
の
人
に
も
当

て
は
ま
り
ま
す
。

デ
ー
ト
D
V
を
見
聞
き
し
た
と
き
は

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

山
口
：
被
害
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
と

き
は
、
批
判
し
な
い
で
話
を
し
っ
か
り

聞
く
こ
と
で
す
。「
相
手
を
怒
ら
せ
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
は
」
と
い
う

の
は
禁
句
で
す
。「
ど
う
し
て
暴
力
を

被
害
者
を
孤
立
さ
せ
な
い

Q
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図表１  「身体に対する暴力」、「精神的な嫌がらせや恐怖を感じ
るような脅迫」、「性的な行為の強要」をされた経験

図表2   命の危険を感じた経験（10歳代から20歳代の頃に被
害経験のある人）

●女性の13.6％、男性の4.3％に被害経験があります。

●被害経験のある人のうち、命の危険を感じた女性は２割を超えます。

図表3  交際相手からの被害の相談先（10歳代から20歳代の
頃に被害経験のある人）

●被害を受けても相談しない人が、女性は３割、男性は５割を超えます。
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0 10 20 30 40 50 60

友人・知人に
相談した

家族や親戚に
相談した

警察に連絡・
相談した

医療関係者に
相談した

学校関係者に
相談した

どこ（だれ）にも
相談しなかった

その他

法務局・地方法務局、人権擁護委員会に
相談した

女性（n=128）

男性（n=34）

法務局・地方法
務局、人権擁護
委員に相談した

0 20 40 60 80 100

10歳代から20歳代の頃の交際相手からの被害
「
デ
ー
ト
D
V
」
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
口
：
結
婚
し
て
い
な
い
若
い
世
代

に
お
け
る
交
際
相
手
へ
の
暴
力
で
す
。

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
と
同
じ
よ
う
に
体
や
こ
こ
ろ
へ
の

暴
力
が
あ
り
ま
す
（
５
頁
を
参
照
）。

被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
で
す
が
、

男
性
の
被
害
者
も
い
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
す
。

た
だ
昔
は
そ
う
し
た
行
為
に
名
前
が
な

く
、
D
V
と
い
う
考
え
が
な
か
っ
た

た
め
表
に
出
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
で

す
。
そ
れ
が
私
が
２
０
０
３
年
に
出
し

た
本
で
デ
ー
ト
D
V
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
以
降
、全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

広
ま
っ
た
の
は
現
実
に
起
き
て
い
る
か

ら
で
す
。

最
近
の
傾
向
は
あ
り
ま
す
か
。

山
口
：
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。
お
付

き
合
い
の
年
齢
が
低
年
齢
化
す
れ
ば

デ
ー
ト
D
V
も
低
年
齢
化
し
ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
特
徴
は
携
帯
電
話
を

使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
携
帯
電
話

で
頻
繁
に
相
手
の
行
動
を
監
視
し
た

り
、
メ
ー
ル
や
着
信
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
、
友
人
の
ア
ド
レ
ス
を
削
除
す
る

な
ど
で
す
。
携
帯
電
話
で
相
手
の
交
友

関
係
を
制
限
し
束
縛
す
る
の
は
、
束
縛

が
愛
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
漫

画
や
雑
誌
な
ど
で
、
恋
愛
は
束
縛
す
る

も
の
、
相
手
に
尽
く
す
も
の
と
い
っ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
見
聞
き
し
、
疑
う
こ
と

な
く
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に

D
V
に
つ
な
が
る
価
値
観
が
世
の
中
に

蔓
延
し
て
い
る
た
め
に
10
代
の
人
た
ち

に
も
デ
ー
ト
D
V
の
加
害
者
と
被
害

者
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
に
つ
な
が
る
価
値
観
と
は
ど
う

い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
口
：
一
つ
は
、
力
に
よ
る
支
配
で
す
。

デ
ー
ト
D
V
は
相
手
を
力
で
支
配
し

自
分
の
思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
行
為
で
す
。
携
帯
電
話
も
支
配
す
る

手
段
と
し
て
便
利
だ
か
ら
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
力
で
人
を
支
配
し

て
よ
い
と
い
う
間
違
っ
た
価
値
観
を
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
学
ん
で
い
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
が
悪
い
こ
と

を
し
た
と
き
に
、
大
人
が
た
た
く
、
怒

鳴
る
な
ど
、
痛
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と

で
何
か
を
伝
え
る
と
い
う
行
為
は
、
実

は
力
に
よ
る
支
配
な
の
で
す
。
い
じ
め

も
そ
う
で
す
。
社
会
に
出
れ
ば
、
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
職
場
の
権
力

を
利
用
し
た
い
や
が
ら
せ
）、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
い
や
が

ら
せ
）、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
研
究
教
育
の
場
に
お
け
る
権
力

を
利
用
し
た
い
や
が
ら
せ
）
も
あ
り
ま

す
。
戦
争
も
そ
う
で
す
。
人
類
の
歴
史

は
昔
も
今
も
力
に
よ
る
支
配
に
満
ち
て

お
り
、
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
気
づ
け
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア

ス
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
と
い
う
社
会
的
に
つ
く

ら
れ
た
性
で
、「
バ
イ
ア
ス
」
は
偏
見

で
す
。
女
性
も
男
性
も
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
多
く
の
人
が
男
ら
し
さ
と
は
こ
う

だ
、
女
ら
し
さ
と
は
こ
う
だ
、
と
信
じ

て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
は
男
女
の

対
等
な
関
係
を
阻
害
す
る
も
の
が
あ
る

の
で
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
を
信
じ

て
そ
の
通
り
に
振
舞
え
ば
、
男
性
が
優

位
性
を
も
ち
、強
い
立
場
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
男
性
は
自
分
が
決
め
て
彼
女

は
そ
れ
に
従
え
ば
よ
い
と
考
え
、
女
性

の
ほ
う
も
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
は
言

わ
な
い
で
、
彼
の
言
う
と
お
り
に
し
ま

す
。男
性
に
加
害
者
が
多
い
の
は
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
の
影
響
と
社
会
が

男
性
優
位
の
構
造
に
で
き
て
い
る
か
ら

で
す
。

デートDVを知っていますか？

「
デ
ー
ト
D
V
」
と
は

3
つ
の
普
遍
的
な
要
因

QQ

Q

DV（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶者など親密な関係にある者からふるわれる暴力をさしますが、
まだ結婚をしていない交際中の若い人たちの間でも同じことが起こっています。これが「デートDV」です。
内閣府が実施した「男女間における暴力に関する調査」（平成21年３月）においても、10歳代、20歳代の
ときの交際相手から被害を受けたことが「あった」と回答した人は、女性13.6％、男性4.3％となっています。
ＤＶ同様、デートＤＶも犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。
DVのない社会を目指して活動している民間支援団体「アウェア」代表の山口のり子さんに、デートＤＶの
実態や要因についてお話をうかがいました。

資料：「男女間における暴力に関する調査」（内閣府：平成21年3月）
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言葉での暴力、精神的暴力、性的な暴力などいろ
いろあります。これらの暴力を使って相手を支配
し、自分の思う通りにコントロールすることがデー
ト DV です。

●言葉での暴力
・相手を馬鹿にした言葉や汚い言葉を言う（バカ、

ブス、デブなど）
・欠点をあげつらったり否定的なことを言う など

●精神的暴力
・大声でどなる
・人前でばかにする
・相手に自分はだめな人間だと思わせる
・携帯のチェック、友だちづきあいのチェック・制

限などをしてプライバシーをもたせない
・何を言っても無視し続ける
・すぐ不機嫌になる
・自分の態度や行動を相手のせいにする など

●身体的暴力
・ものを投げる
・殴るまねをして脅す
・からだをつかんでゆする
・髪の毛をつかんで引っ張る
・押したり、突いたりする
・殴る、ける、たたく、押さえつける など

●性的な暴力
・いやがるのに性行為をする
・怖がらせていやと言えなくさせて

性行為をする
・避妊に協力しない
・性行為に応じないと不機嫌になる
・見たくないポルノビデオや雑誌を無理やり見せる 

 など

あなたの態度・行動

 相手が自分の意見に従わないといらいらした
り怒ったりする

 相手が何をするか、誰と話すか、どこへ行くか、
何を着るかなどについて指示する権利がある
と思う

 怒ったときに相手の目の前で物をたたいたり、
壊したり、投げたりする

 自分自身の問題や自分がいらいらしているこ
とを相手のせいだと責めることがある

 付き合っているのだから、彼女（彼）は「自
分だけのもの」だと思う

 怒ったときや相手が自分の気に入らないこと
をしたとき、からだへの暴力（押す、たたく、
なぐる、けるなど）をふるったことがある

■ ひとつでも があったら、自分の態度、行動を
見直してみましょう

相手の態度・行動

 あなたが他の用事で会えなかった
りすると、自分を最優先にしない
と言って怒る

 頻繁に携帯電話に連絡してきて、あなたがど
こで何をしているかチェックする

 あなたの携帯電話をチェックして、異性の友
達のメモリを消せと命令したり勝手に消す

 相手が怖い。相手と違う意見をもつことが怖
い

 けんかしたとき「おまえが怒らせるようなこ
とを言ったからだ」などと言ってあなたを責
める

「付き合っているのだから」と言って性的行為
を無理強いする

■ ひとつでも があったら、ふたりの関係を見直
してみましょう

デートDVの「暴力」は
からだへの暴力だけでは

ありません

デートDVをしていないか、
されていないか、

チェックしてみましょう

参考資料：山口のり子著『愛する、愛される』（梨の木舎）

中央区の相談窓口

●「ブーケ21」女性相談（女性センター）
☎ 03-5543-0653（要予約）

〈予約受付時間〉9時～ 21時　※年末年始等を除く
〈相談日時〉

　　毎月第1・第5水曜日、第4火曜日　10時～ 16時
　　毎月第2火曜日、第3水曜日 15時30分～ 20時30 分

※祝日・年末年始を除く　※託児付（要予約）
●女性相談（子育て支援課）

☎ 03-3546-5350　9時～ 17時（月～金）
※祝日・年末年始を除く

女性センター「ブーケ21」へ来てみませんか？
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
八
丁
堀

新
大
橋
通
り

↑
至
茅
場
町

至
築
地
↓

鍛冶橋通り
JR京葉線八丁堀

B3出口

A2出口

鉄砲洲

桜川公園

桜川敬老館
桜川保育園

亀島川

南高橋

女性センター
ブーケ 21

〒104-0043  
東京都中央区湊一丁目 1 番 1 号
電話 03-5543-0651
http://bouquet21.genki365.net/

◆ 開館時間　午前 9 時～午後 9 時
（12 月 28 日から 1 月 4 日までと
臨時休館日を除く）

●東京メトロ日比谷線・JR 京葉線
　八丁堀駅下車 A2・B3出口徒歩 3 分
● 都バス「東15甲」（深川車庫⇔東京

駅八重洲口／豊洲駅・明石町経由）
　鉄砲洲下車　徒歩 3 分
● 江戸バス「南循環」
　鉄砲洲下車　徒歩３分

周
り
の
人
は
決
し
て
被
害
者
を
責
め
ず

に
、
あ
な
た
は
被
害
を
受
け
て
い
る
の

で
あ
り
、
悪
い
の
は
相
手
で
あ
る
と
伝

え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
が

離
れ
る
決
意
を
し
、
離
れ
る
行
動
を
起

こ
す
ま
で
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
も
し
自
分
が
D
V
を
受
け
て

い
る
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
に
親
し
い
人

や
相
談
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
を
加
害
者
、
被
害
者
に

し
な
い
た
め
に
家
庭
や
学
校
、
地
域

で
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

山
口
：
デ
ー
ト
D
V
が
存
在
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
大
人
た
ち
が
知
る

こ
と
で
す
。
保
護
者
も
教
職
員
も
関
係

者
も
デ
ー
ト
D
V
と
は
何
か
、
ど
う

い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
、
何
故

起
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
す
。
同
時

に
、
力
で
子
ど
も
た
ち
を
支
配
す
る
行

為
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
気
づ
い
て
や
め
る

こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス

も
な
く
す
こ
と
は
難
し
く
て
も
減
ら
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
家
庭
で
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
暴
力
容
認
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
の
せ
り
ふ
が
出
て
き
た
と
き

に
、
親
子
で
話
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
人
が
力
に
よ
る
支
配
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
、
暴
力
の
容
認
に
つ
い
て
敏

感
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
女
性
も
男
性
も
「
自
分
ら

し
さ
」
を
大
切
に
し
、
相
手
を
尊
重
す

る
対
等
な
関
係
が
幸
せ
な
お
付
き
合
い

で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
で
す
。

Q

配偶者暴力相談支援センター
●東京ウィメンズプラザ

女性用　☎ 03-5467-2455　
　　　　9時～ 21時
　　　　※年末年始を除く
男性用　☎ 03-3400-5313　
　　　　17時～ 20時（月・水）　
　　　　※祝日・年末年始を除く
●東京都女性相談センター

☎ 03-5261-3110　9時～ 20時（月～金）
※祝日・年末年始を除く
●警視庁総合相談窓口

☎ 03-3501-0110　8時30分～ 17時15分（月～金）
※祝日・年末年始を除く
緊急の場合は
●警察（事件発生時）　　☎ 110番（24時間）
●東京都女性相談センター 　

☎ 03-5261-3911（夜間・休日のみ）
その他
●全国共通 DVホットライン　　　 

 0120-956-080（月～土）10時～ 15時
●女性の人権ホットライン　
　☎ 0570-070-810（月～金）8時30分～ 17時15分
●内閣府 DV相談ナビ　　
　☎ 0570-0-55210（24時間自動音声案内）

デ
ー
ト
D
V
を
知
り
、

D
V
を
生
み
出
す
価
値
観
に

敏
感
に
な
る
こ
と

デート DV（ DV）
相談窓口
ひとりで抱え込まないで、
相談してください。
相談は無料。

秘密は厳守します。

『人と人とのよりよい関係をつくるために
－交際相手とのすてきな関係をつくっていくには』内閣府発行 東京都デートＤＶ防止啓発カード

国や東京都もさまざまな
啓発を行っています。
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男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

働
く
人
の

「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」
対
処
法

報　告

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
座

は
じ
め
て
学
ぶ
　

私
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

｢

天
空
ガ
ー
デ
ン｣

に
こ
め
ら
れ
た
、

銀
座
の
粋
な
テ
イ
ス
ト(

魅
力)

を
語
る

　

10
月
6
日
、
銀
座
の
ク
ラ
ブ
で
働
く

マ
マ
の
集
ま
り｢

銀
座
社
交
料
飲
協
会｣

(

G
S
K)

緑
化
部
長
の
白
坂
亜
紀
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
水
曜
イ
ブ
ニ
ン

グ
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
坂
さ
ん
は
、
大
学
在
学
中
か
ら
日
本

橋
の
ク
ラ
ブ
に
勤
め
、
そ
の
後
29
歳
で
独

立
、
今
日
ま
で
に
4
店
舗
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
5
年
前
か
ら
「
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
組
み
、
ビ
ル
の
屋
上
に

｢

天
空
農
園｣

を
広
げ
て
い
る
ほ
か
、
地
方

の
農
産
物
を
活
か
し
な
が
ら｢

銀
座
ブ
ラ

ン
ド｣

づ
く
り
な
ど
に
も
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

小
粋
な
和
装
の
姿
と
、
粋
な
遊
び
心
で

始
め
た｢

銀
座
里
山
計
画｣

の
お
話
に
、

参
加
し
た
女
性
、
男
性
誰
も
が
魅
了
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 事

業
ス
タ
ッ
フ　

村
田
進
益

報　告

水
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

銀
座
の
マ
マ
が
語
る
　

「
地
域
活
動
・
環
境
活
動
と

男
女
共
同
参
画
」

報　告
　

10
月
18
日
と
19
日
に
中
央
区
役
所
8
階

大
会
議
室
に
て
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ

ン
タ
ー
と
中
央
区
が
共
催
と
な
り
「
男
女

共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
弁
護
士
の
圷

あ
く
つ

由
美
子
先
生
を
お

招
き
し
、
働
く
人
が
自
ら
の
身
を
守
り
、

い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
出
来
る
た
め

「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
実
際
に
被
害
に
あ
っ
た
場

合
に
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
２
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
あ
っ
た
被
害
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
、
被
害
例
か
ら
具
体
的

な
対
処
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

事
業
ス
タ
ッ
フ　

中
原
玲
子

　

10
月
30
日
、
11
月
6
日
の
両
日
、「
は

じ
め
て
学
ぶ
私
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
講
座
が

相
模
女
子
大
人
間
心
理
学
科
教
授
の
小
柳

茂
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、

自
分
と
相
手
、
ど
ち
ら
も
大
切
に
し
な
が

ら
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
、
相
手

の
気
持
ち
も
快
く
受
け
入
れ
て
い
く
方
法

で
す
。
日
常
生
活
で
は
難
し
い
場
面
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ー
ン
を
想
定

し
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
な
が
ら
ど
ん
な
表

現
を
使
っ
た
ら
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
が

可
能
か
参
加
者
で
考
え
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
回
目
、
４
回
目
と
回
を
重
ね
て
深
い

と
こ
ろ
ま
で
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
に
受
け
答
え

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
次
回
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
ス
タ
ッ
フ

　

田
部
井
敦
子

　

秋
晴
れ
の
11
月
13
日
、
数
組
の
ご
夫
婦

を
含
む
約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
定
年

後
は
家
で
夫
婦
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、

や
が
て
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
別
れ
一
人
で
過

ご
す
時
が
や
っ
て
き
ま
す
。
お
話
の
中
に

は
、
快
適
な
定
年
後
を
生
き
る
た
め
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
西

田
氏
が
薦
め
る
の
は
「
積
極
的
な
そ
の
日

暮
ら
し
」。
余
計
な
心
配
は
せ
ず
、
一
日

の
終
わ
り
に
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
」
と

思
え
る
の
が
理
想
的
な
人
生
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
自
分
の

食
事
が
作
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
相
手
を

近
所
に
持
つ
こ
と
。
家
事
や
近
所
付
き
合

い
は
、
先
輩
で
あ
る
妻
が
夫
に
コ
ー
チ
し

て
あ
げ
れ
ば
、い
つ
ま
で
も
夫
婦
円
満
で
、

一
人
に
な
っ
た
時
も
幸
せ
に
暮
せ
る
と
の

お
話
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
「
な
る
ほ

ど
」
と
頷
い
て
い
ま
し
た
。

事
業
ス
タ
ッ
フ　

脇
坂
文
栄

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
演
会

夫
婦
に
定
年
な
し

〜
心
豊
か
に
生
き
る
変
身
（
心
）
術
〜

報　告

ゲ
ス
ト　

白
坂
亜
紀
さ
ん

講
師

　

西
田
小
夜
子
さ
ん

講
師　

小
柳
茂
子
さ
ん

講
師　

圷
由
美
子
さ
ん

　区では、仕事と家庭の両立支援や男女がと
もに働きやすい職場の実現に向けてワーク・
ライフ・バランスの取り組みを推進している
中小企業等を認定しその取り組みを広く紹介
します。
　また、ワーク・ライフ・バランスに今後取
り組みたい、または取り組みをさらに向上さ
せたい企業には専門のアドバイザーを派遣し、
取り組みへの支援を図ります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
● 中央区総務部総務課女性施策推進係（女性

センター内）　電話　03-5543-0651

中央区ワーク・ライフ・バランス
推進企業募集中

　

株
式
会
社
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
制
作
、
構
築
な
ど
を
手
が
け
る

Ｉ
Ｔ
企
業
で
す
。
今
年
、
第
1
回
中
央

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
6
年
、
企
業
理
念
に
「
時
間

は
人
生
の
た
め
に
」
を
掲
げ
、
以
来
、

星
野
社
長
と
社
員
が
一
体
と
な
っ
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

経
営
企
画
室
C
I
・
C
S
R
担
当

の
中
香
織
さ
ん
は
、
現
在
2
歳
の
お
子

さ
ん
を
も
ち
、
在
宅
勤
務
を
し
て
い
ま

す
。
中
さ
ん
は
妊
娠
が
わ
か
っ
た
段
階

で
会
社
に
3
年
間
の
育
児
休
業
取
得
を

相
談
し
、
会
社
も
こ
れ
を
認
め
制
度
化

し
ま
し
た
。
今
年
の
4
月
か
ら
は
お
子

さ
ん
を
保
育
園
に
預
け
、
予
定
よ
り
早

め
に
職
場
復
帰
す
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
待
機
児
童
が
多
く
保
育
園
に
入
る

こ
と
を
断
念
。
３
歳
ま
で
育
児
休
業
を

延
長
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

星
野
社
長
か
ら
在
宅
勤
務
を
勧
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
の
仕
事
時
間
は
月

に
80
時
間
。
月
に
1
回
出
社
す
る
ほ
か

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話

を
通
じ
て
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
中

さ
ん
は
、「
キ
ャ
リ
ア
も
続
け
な
が
ら

子
育
て
も
で
き
る
理
想
的
な
環
境
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ク
ソ
フ
ト
は
、
地
域
貢
献
活

動
に
も
力
を
入
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
た

N
P
O
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
拠

点
は
、
伊
豆
高
原
に
あ
る
同
社
の
デ

Work Life Balance
中
央
区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業

企
業
レ
ポ
ー
ト

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。
経
営
企
画

室
C
I
・
C
S
R
担
当
の
山
下
拓
未

さ
ん
は
、
自
宅
の
平
塚
か
ら
伊
豆
高
原

に
出
勤
。
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト
の
仕
事
と

N
P
O
活
動
の
両
方
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
山
下
さ
ん
は
「
仕
事
と
生
活
は

切
り
分
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
実
感

し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

I
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
情
報
の

共
有
化
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
な
ど
、
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
実
践
し
て
い
る
同
社
で
す

が
、
星
野
社
長
は
、「
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
時
間
を
つ
か
っ
て
ほ
し

い
。
豊
か
な
人
生
か
ら
豊
か
な
発
想
、

付
加
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス で 豊 か に 生 き る

株
式
会
社
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト

（
日
本
橋
室
町
）

時
間
は
人
生
の
た
め
に

中央区ワーク・ライフ・バランス
推進企業“認定楯”の前で。
右から、代表取締役 星野晃一郎さ
ん、中香織さん、山下拓未さん

伊
豆
高
原
の
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る

山
下
拓
未
さ
ん

自宅で仕事をする
中香織さん

講
師　

辻
三
千
代
さ
ん

（株）ダンクソフトの
ワーク・ライフ・バランス
取組内容
◆次世代育成行動計画策定
◆育児休業最大３年間取得
可能
◆�従業員からの発案採用制
度による両立支援の整備
・育児有給休暇、年間20日間
を男女ともに取得可能
・在宅業務可能
・時間短縮勤務可能
・子育て・介護支援、1日1時間
・リフレッシュ休暇、1か月単位、
最長1年

募　集

２
年
弱
の
育
児
休
業
の
後
、

在
宅
勤
務
で
職
場
復
帰

伊
豆
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

〜
女
36
歳
か
ら
で
も
キ
ャ
リ
ア
は
作
れ
る
〜

報　告
　

10
月
2
日
、
産
業
能
率
大
学
経
営
学
部

教
授
の
辻
三
千
代
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、

女
性
の
再
就
労
の
た
め
の
公
開
講
座
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
場
所
に
も
、

ど
ん
な
仕
事
に
も
「
キ
ャ
リ
ア
」
の
芽
は

必
ず
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
に
納
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
社
で
仕
事
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
妻
や
母
と
し
て
の
役
割
も
す
べ
て

キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
と
い
う
お
話
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
交
流
分
析
の「
脚
本
分
析
」

と
い
う
理
論
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
自

分
で
自
分
を
縛
っ
て
手
も
足
も
出
な
く

な
っ
て
い
る
状
態
を
打
破
す
る
に
は
、
自

分
自
身
を
と
こ
と
ん
分
析
し
て
自
分
を

縛
っ
て
い
る
行
動
特
性
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▲
10月20日、日帰りバスでのリーダー研修にご一緒

しました。中央区女性ネットワークの方が事前調査
をきちんとしてくださったおかげ様で、見学先はど
れも印象に残るものばかりでしたが、私は、なかでも、
紬織に関する施設に興味をひかれました。

▲

母の実
家が高尾の「機

は た

屋
や

」だったので、小さい頃はよくそ
の工場で遊びました。毎日、広い縁側で祖母と曾祖
母によって繰り返される「ひっこみ」という作業も
鮮やかに思い出されます。これは、経

た て

糸
い と

を模様に沿っ
て筬

お さ

にかける作業で、祖母が糸をひっかけた針を針
金の穴から差し出すと、向こう側にいる曾祖母が針
をさし出して受け取るということを繰り返しながら、
やがて、機にかける経糸がそろった筬が出来上がる
のでした。緯

よ こ

糸
い と

を織り込む前の経糸だけの筬は、色
も鮮やかで、とても美しく、見るのは大好きでした。▲

「男の子だったらいい大工になったのに…」と私
が木切れで遊ぶのを見ながらいうのが口癖だったと
いう曾祖母ですが、今だったら気の遠くなるような
作業を繰り返しながら、何を考えていたのだろう、
悲しみも喜びも、あの糸に託して織り込むしかなかっ
たのかな、などとつい感慨にふけりました。（松川淳子）

　９月11日（土）、今年で5回目
となる「講演と映画のつどい」
が中央区女性ネットワークと区
の共催により日本橋社会教育会
館ホールで開催されました。映
画は知的ハンディをもつ人々に
よる楽団「あぶあぶあ」の27年

間におよぶ記録映画「あぶあぶあの奇跡」
でした。㈱朝日エル取締役岡山慶子さんに
よるご講演「生

き

の強さ」の最後には、あぶ
あぶあの「ありがとう」を託した楽曲「き
みに伝えたい」を全員で合唱しました。
　会場の外では、今年もカトレアグループ
によるフラワーアレンジメント、かな書道を
親しむ会による毛筆の看板、中央区女性ネッ
トワークの活動紹介が “つどい”を盛り上
げていました。

男女共同参画リーダー研修
　　　　　　　in小山 2010年10月20日

講演と映画のつどい  第5回

「輝きを求めて出会いとよろこび」

リーダー研修を終えて� 中央区女性ネットワーク会長  河本佳子
　第3回の次世代育成リーダー研修は栃木県で最初に男女
共同参画条例を施行し、市長からの熱い要望もあったこと
から小山市を訪問しました。
　小山市の男女共同参画条例と施策について担当課長
から説明を受けた後、女性団体連絡協議会の皆さんとグ
ループ討議、発表と短い時間に充実した交流が出来まし
た。女性団体の方々からは異口同音に、条例施行だけで
は満足できないとのお話がありました。そのため、ソフ
トを充実させるよう行政に働きかけ、自発的に NPO を立
ち上げた女性達もいる事を知
りました。
　結城紬の主生産地、渡良
瀬遊水地の歴史を学び、また
次世代育成の希望となる研修
OB 会が出来た事が最大の成果でした。
市民に優しい男女共同参画の施策� 成沢敏枝
　小山と聞くと、小山遊園地のコマーシャルが口に出る程、
浸透した市名です。その小山が男女共同参画施策の先鞭
をつけたということを今回の研修まで知りませんでした。
各種のパンフレットからは施策が市民に認識され支持され
るまでの過程が見えました。農村という一見保守的に見え
るコミュニティでも男女共同参画が成功
しているのは、農家を担う主婦が積み重
ねてきた働きによるものだと思いました。
まさしく紬工房で見た紡ぐ過程の努力の
底力です。
男女共同参画研修に参加して� 飯川佐知子
　区役所から一路小山市に出発、のどかな田園風景が
続いて思川小山評定館に到着しました。交流会では班
ごとに分かれて小山市女性団体の方と男女共同参画に
ついて意見交換をしました。市長もおみえになり、小
山市は豊かな自然に恵まれ、また人口も増加している
とお話がありました。午後は結城紬の工房を見学、繭
から糸を作り反物を織る工程を見て体力、気力、能力

のいる仕事だと思いました。最
後に渡良瀬遊水地に行き4県に
またがる広大な景色の素晴らし
さを見て帰路に着きました。

紬のまちに思うこと

中央区男女共同参画ニュース
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